
「幸せなら手をたたこう♪～知らないでいることの怖さと残念さ～」 

 中村 真理（社会福祉士・主任介護支援専門員） 

 

 顔面神経麻痺をものともしない熱い講義をありがとうございました。同時に、知らな

いでいることの怖さと残念さとで胸に深い痛みを感じました。 

言葉が見つからないのですが、フィリピンの方々の恨み、怒り、悲しみ、大きな十字

架を背負った日本の歴史は知らないでは済まされないことでした。 

 

 私は戦後世代であり、戦争のことは聞いて知っているのみです。それでも小学校の時

の担任の先生は南方の戦地から還ってきた人であり、毎日１時間目は戦争の話でした。

幼い頃、立川近辺には足を失った焼夷軍人がハーモニカを吹いていたことやジープに乗

ったアメリカ兵を憶えています。母は満州から引き揚げてきました。そこに何があった

のでしょうか。テレビのドキュメンタリー番組で知ることもありますし、高齢者に接す

る仕事をしているため、自然と戦争の話には触れてきました。東京上空、B29 が沢山の

焼夷弾を落としていた時、地上では多くの人が逃げ惑っていた、その生の体験談は凄ま

じいものでした。 

 

５年前沖縄の慶良間に旅行した時には、民宿のおばあが、思い立ったように話し始め

ました。……まだ小学生だった頃、綺麗な青い海は軍艦で埋め尽くされ、日本軍は自決

のための爆弾を家族ごとに渡した。たまたま不発弾だったため私の一家は生き残ったが、

食料がなく兵士の腐った遺体の上を歩きながら食べられるものを探した。アメリカ兵も

沢山死に、小学校の校庭に島民あげて 100 人以上埋葬した……。 

 

アジア地域での日本軍の悪虐非道について、今はそれをひどい、と言うことができ、

ロシアの仕掛けた戦争は対話を欠いた侵略でしかない、と他人事のようにいうことはで

きます。ところが戦争、という状態が作り出す一種の全体主義からは誰も逃れられず、

プロパガンダにより洗脳されて正しい情報がわからなくなることは、例外なくいつでも

どこでも誰にでも起こるということを知らなければ、油断しているすきに後退していつ

の間にか巻き込まれてしまうでしょう。今や私たちの子世代には日本がアメリカと戦争

をしていたことすら知らない子がいるようですが、全ては教育にかかっています。 

 

 ところで、この先バイオエシックスはどこに向かっていくのでしょうか。インフォー

ム・ド・コンセントを当たり前にし、アドバンス・ケア・プランニングもここから生ま



れてきたものだと受けとりました。 

どう生きてどう死にたいのかを決めるのは本人自身であり、医師をはじめとする専門

職との対話により今後のことを決定していくという当たり前のことが当たり前ではな

かった、前提が違っていたために事実を知らされず、必要なサポートが受けられなかっ

た数多くの人たちの上に成り立っているということに畏れを感じながら、自分自身が重

大な病気を抱える患者の立場になる姿をひたすら想像していました。そして、生命倫理

は自殺により命を落とすということや、人だけでなく生きているもの全て、動物福祉に

も通じてほしいと動物虐待や殺処分の報道から願ってやみません。 

 

 全ての人がバイオエシックスを知り、言葉を知らなくても考え方が浸透している、そ

れが当たり前になる、そうなるためには教育で一つ一つ丁寧に取り上げる、学校教育だ

けでなく生涯教育にもいつでもどこでも触れることができる環境が整う、そんな姿を想

像してみました。「し・あ・わ・せ」は権利。他国の戦争をきっかけに軍備増強や憲法

改正を持ち出す政治家がいますが、一石を投じることのできる最後の砦です。 

 

レポートとは程遠い「感想文」も、なんだかんだと 1 日かけています。次回もよろし

くお願いいたします。 

 

*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～* 

 

木村利人先生から： 

 

中村真理さん 

とても大事な思いがこもって充実したレポートをどうも有難うございました。 

社会福祉士・主任介護支援専門員のお仕事をしておられ、その現場でのご労苦

に先ず御礼申し上げます。 

 

中村さんは、戦後世代で、戦争のことは聞いて知っているのみですとのことで

すが、色々とお聞きになられたご様子が伝わってきました。 

戦争を再びしないための戦後教育の平和への積極的側面を感じました。 

いのちを与えられたという喜びを全ての世代の人々が実感できる「し・あ・わ・

せ」を態度に示して生きましょう。 



「この先バイオエシックスはどこに向かっていくのでしょうか」という問いか

けですが、そのバイオエシックスが向かう方向を作り出すのは僕たち自身なの

です。 

問いかけは、大事なのですが僕たちには正しい方向に向けていのちを生きる使

命があるのです。 

油断しているとヒドイことになります。 

お互いに小さくても力を合わせ、日本と世界を変革するためにバイオエシック

スを生きていこうではありませんか！ 

レポートへの心からなる感謝をこめて。 

 

*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～* 

 

木村 利人先生 

ご講義をありがとうございました。その上、先生より直接メールをいただける

とは思ってもみなかったので、ゆき様からのサプライズをありがたく頂戴いた

します。 

先日の講義のレポート（いえ、感想文）を書いた直後、愛猫が乳腺腫瘍と判明

しました。子猫の頃に野原で保護し 11 年、心引き裂かれる思いです。人間並み

の手術や抗がん剤治療の説明がある一方で何万という犬や猫の殺処分の報道。

コロナ禍で競馬中継を見ていると、一部の馬以外は次々に違う馬が登場するた

め検索すると、毎年７千頭生まれる競走馬のうち引退馬はほとんどが登録抹消

後に行方不明、つまり殺処分されているというのです。人にも動物にも尊厳が

あるはずですよね。 

身近な生命の問題のほか、クローン技術、遺伝子操作、AI の登場によりバイオ

エシックスはより難しい課題にも向き合うものなのだと思います。 

「正しい方向に向けていのちを生きる使命」「お互いに小さくても力を合わせ、

世界を変革するためにバイオエシックスを生きていこうではありませんか！」

という素敵な言葉をありがとうございました。このいのちをどう生きるか、ま

るで灯台のようです。 

先生の教えを大切にしていきます。 

中村 真理 

 


